
『家の光』
● 2025年9月号から、別冊付録が毎号付きます
● 12月号は「防災・減災」を重点テーマとしてお届け
●「家の光家計簿」は、単体での販売となります

『地上』
● 農業・農政に関する情報を、さらに見やすく、わかりやすく
● 11月号・4月号は特別号として増ページします

『ちゃぐりん』
● 食農教育に役立つ記事を、さらに充実
● 8月号別冊付録は、夏休みの自由研究に役立ちます

2025年9月号より

電話 03-3266
　　（局番共通）

JAグループ  家の光協会

・普及企画部　　9035
注文・請求について

・家の光編集部　　　9001
・地上編集部　　　　9002
・ちゃぐりん編集部　9003

●お問い合わせ　

〒162-8448 東京都新宿区市谷船河原町11　https://www.ienohikari.net/　

各誌内容について

定価（税込） 年間購読［前納］価格（税込）
※誌代１年分を前納すると１か月分が無償となります

900円 9,900円

750円 8,250円

600円

1,100円
※2025年秋号より

※2025年11月発行
660円

■新価格表

『家の光』増刊号
家の光家計簿

6,600円

2025年9月号より

・業務総括部　　9040
その他お問い合わせ

定価を改定します
諸般の状況を鑑み、定価を改定いたします。

各誌とも、毎号の価格を統一します。

ご理解たまわりますよう、よろしくお願いいたします。

A5-55

これから
のお知らせ

詳しくは中面でご案内します！

表面



たいせつな柱はこれからも 

「食と農」「暮らし」「協同」「家族」

別冊付録 が付きます！9月号より

『家の光』は創刊以来、「食と農」「暮らし」「協同」「家族」をテーマとし、JAグループの
家庭雑誌として親しまれてきました。
これからも家庭菜園や料理などを通じて、よりいっそう「食と農」を身近に感じてもらい
ながら、「人生100年時代」をいつまでも健康で元気に暮らせるよう、
読者のみなさまの想いや願いを応援する記事を充実させていきます。
また、全国各地の農家やJA、協同組合関連の情報など、
『家の光』ならではの記事も変わらずお届けします。

農家経営に役立つ情報、
時事に応じた農業・農政の話題をこれまで以上に充実
読者のみなさんへのアンケート結果をもとに、連載企画を読者から
のニーズが高いものに集約します。また、より身近な雑誌と感じて
いただけるよう、読者参加型の連載企画を増やします。　

11月号・4月号は特別号として
増ページします
別冊付録は付けずに、本誌を増ページして大型特集
を組み、これまで同様「学習誌」として活用いただけ
るようにします。

12月号のテーマは 「防災・減災」
１2月号は本誌特集・手芸企画・別冊付録で「防災・減災」を

重点テーマとして取り上げます。家族で、地域で、近年頻発し

ている自然災害に備えるための一冊です。

「家の光家計簿」は単体での販売となります
12月号の別冊付録として読者のみなさまに愛用いただいてきた「家の光家
計簿」を独立させ、『家の光』の増刊号として単体の販売をします。家計簿の
収支記帳欄や日記欄は変わらずそのままに、より使いやすさを追求します。

食と農を中心に、料理、健康、園芸など、バラエティーに富んだ

テーマごとに、暮らしに役立ち、JA女性組織の活動などでも

活用しやすい内容を、毎月コンパクトにまとめてお届けします！

食農教育に役立つ記事を、さらに充実させ
子どもたちに「食や農のたいせつさ」を伝える
子どもたちが自分の手で農産物を育てたり、料理を作る楽しさを感じ
たりしながら、生きる力を育めるよう、支えていきます。8月号別冊付
録は、あぐりスクールのテキストや夏休みの自由研究にも役立ちます。

小学校教諭や栄養教諭からも好評を得ています
「理科や社会、生活科の授業の参考になる」「給食の時間に
野菜や果物の知識を話せる」「給食だよりの作成に役立つ」
「調理法や食べ方のマナーが学べる」といった意見が、現役
の小学校教諭などから寄せられています。

毎号

※2026年1月号、4月号にも別冊付録が付きます。

中面
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